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議案第1号
一般会計予算・・・・・・・・・・賛成少数で否決

議案第2号
国民健康保険事業特別会計予算・・賛成多数で可決

議案第3号
後期高齢者医療事業特別会計予算
　　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決
議案第4号
介護保険サービス事業特別会計予算
　　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決

議案第5号
公共下水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決

議案第6号
地方卸売市場事業特別会計予算
　　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決

議案第7号
水道事業会計予算・・・・・・・賛成多数で可決

※上記議案名の「虻田郡倶知安町」及び「倶知安町」は
　省略して記載しています。

議案第8号
倶知安町財政健全化基金の費消について
　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決
議案第9号
倶知安町教育振興基金の費消について
　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決
議案第11号
特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について
　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決
議案第13号
倶知安町国民健康保険税条例の一部改正について
　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決

議案第17号
倶知安町水道事業給水条例の一部改正について
　　　　　　　　　　　・・・・賛成多数で可決

  予算審査特別委員会報告

 令和２年度 一般会計予算を「否決」
　令和2年度の一般会計、5つの特別会計、水道事業会計の予算、及び関連議案について、議長を除く15名
　の委員で構成される予算審査特別委員会にて審査を行いました。

　予算審査特別委員会は定例会初日の3月9日に設置、
委員長に小川委員、副委員長に門田委員を選出し、10
日から13日及び18日の計5日間で開催され、各委員か
らは質疑合計178回、討論6回に及ぶ、時間にして32
時間（休憩含む）を超える過去最長の審査が行われま
した。
　特に時間が費やされたのは、一般会計においては昨
年度から徴収が始まった宿泊税の使途に関すること、
水道事業会計においては給水量の大幅な増量が余儀な
くされる事業計画に関することとなりました。

　※ 本委員会へ付託された議案の採決は下記のとおり。

＜新年度予算の議案＞ ＜新年度予算に関連する議案＞

１時間ごとに換気を行うなど、ウイルス感染にも配慮しながらの審査
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  総合計画に関する特別委員会報告

 第６次倶知安町総合計画を「修正議決」
　第6次倶知安町総合計画基本構想及び基本計画の策定について、議長を除く15名の委員で構成される総合
　計画に関する特別委員会にて審査を行いました。

　総合計画に関する特別委員会は令和元年12月12日
に設置し、委員長に鈴木委員、副委員長に原田委員
を選出し、本委員会へ付託された第6次倶知安町総合
計画は合計11回開催され、慎重に審査が行われました。

〇 安心して子育て子育ちができるまちにする
〇 誰もが長く働き続けられるまちにする
〇 健康で笑顔があふれるまちにする
〇 帰ってきたくなる故郷（まち）にする
〇 住みたくなる都市（まち）にする
〇 新幹線と高速道路によって人と地域がつながる
    まちにする

〇 交流エリアとしての質を高める
〇 交流タウンとしての魅力を高める
〇 交流タウンとして多文化共生を実現する

章ごとに委員から担当課へ質疑を重ね審査

　　　　　　　　　　　　　　　　※ 目次を一部抜粋して掲載

第１編　基本構想
　第１章　計画策定の趣旨
　第２章　計画策定の基礎条件
　第３章　まちづくりの基本姿勢

第２編　基本計画
　第１章　暮らし分野
　　基本目標１
　　　くっちゃんで暮らす幸せを感じる

　第２章　交流・観光分野
　　基本目標２
　　　くっちゃんで交流する幸せを感じる

第３編　附属資料

　第６次倶知安町総合計画は上記の章立てで構成
され、各委員からは主に各々に付随している個別
目標や評価指数（ＫＰＩ）について質疑がされ、
審査を深めました。

　本特別委員会では、評価指数（ＫＰＩ）の変更
など72箇所について「修正議決すべきもの」と
審査報告書をまとめた。
　第１回定例会最終日には委員長報告がなされた後
に討論がされ、「修正案」及び「修正案を除く原案」
については起立多数によって可決されました。

＜第６次倶知安町総合計画の構成＞

＜暮らし分野＞

＜交流・観光分野＞
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　歳入歳出それぞれ1億2463万円を追加し、歳入歳出
予算の総額を95億2085万円としました。
　可決された主な補正予算の内容は下記のとおりです。

■ 公共施設整備基金積立金・・・・・・・6560万円
■ 庁舎建替基金積立金・・・・・・・・・6166万円
■ ネットワーク整備等工事（町内小学校）・・4750万円
■ 北海道新幹線建設負担金・・・・・・・4423万円
■ ふるさと寄附金業務委託料・・・・・・3859万円
■ ネットワーク整備等工事（町内中学校）・・1239万円

町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和２年２月から４月までに開催された定例会（第１回）・臨時会（第２回・３回・４回）
で審議された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

■ 私立専修学校等における専門的職業人材の育成機能の強化等を求める意見書

■ 農業者の自家増殖を原則禁止とする種苗法改正に反対する意見書

■ 中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書

■ 新型コロナウイルス感染症の地域経済への悪影響を最小限に抑えるための要望意見書

■ 所得税法の見直しを求める意見書

下記５件の意見書を可決しました意見書

第１回 定例会最終日

　小川予算審査特別委員長より本特別委員会に付託さ
れた全ての議案について委員会審査報告がされた後、
委員長報告に対する賛成討論及び反対討論がされまし
た。
　なお、一般会計予算においては「修正動議」及び「
修正案の部分を除く原案」について起立多数によって可
決され、他の議案については全て可決されました。

※ 詳細については２ページをご覧ください。

予算審査特別委員会の審査報告

　鈴木総合計画に関する特別委員長より委員会審査報
告がされた後、委員長報告に対する討論がされました。

※ 詳細については３ページをご覧ください。

総合計画に関する特別委員会の審査報告

　経済建設常任委員会に付託されていた請願第3号に
ついては、委員会において全会一致で「採択すべきも
の」と委員会審査報告書をまとめ、木村委員長より報
告がされた後、賛成多数で採択されました。

請願第３号「無電柱化推進条例」及び「無電柱化推進
計画」に関する請願書を賛成多数で「採択」

　総務常任委員会に付託されていた請願第４号につい
ては、委員会において全会一致で「採択すべきもの」
と委員会審査報告書をまとめ、田中委員長より報告が
された後、賛成多数で採択されました。

請願第４号「所得税法の見直しを求める意見書」提出
についての請願書を賛成多数で「採択」

令和元年度 虻田郡倶知安町
一般会計補正予算（第８号）を可決

第１回 定例会（３月９日から３月２４日）
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　新型コロナウイルスの影響を鑑み、町内の経済対策の第２弾
として主に下記の事業に伴う補正予算（計16億7917万円）を
可決しました。

■ 特別定額給付金・・・・・・・・・・・・15億8700万円
■ くっちゃん支援金・・・・・・・・・・・・・5000万円
■ 子育て世帯への臨時特別給付金・・・・・・・2100万円
■ 通信運搬費（発送料など）・・・・・・・・・・400万円
■ 消耗品費（マスク購入）・・・・・・・・・・・265万円
■ 特別定額給付金システム構築業務委託料・・・・100万円

① プレミアム商品券発行事業補助金
（第1弾として6月から販売を開始）

■ 販売規模を6000万円から１億2000万円
　 に倍増
■ 参加店の事務手数料を全額町が負担
■ 商店連合会会員以外の参加店も新規募集

② 倶知安グルメスタンプラリー事業補助金
■「NISEKOくっちゃんエール飯」
　テイクアウトやデリバリー可能な店舗を紹介
し、町民の利用を促し飲食店の応援を行う事業
として倶知安観光協会が5月から実施する。

③ 信用保証料助成金
■ 1事業者1回限り25万円を限度として助成
　（令和2年2月まで遡及して適用予定）

　

　新型コロナウイルスの影響を鑑み、町内の経済対策として
下記の3つの事業に伴う補正予算（計2000万円）を可決し
ました。

■ プレミアム商品券発行事業補助金・・・・・・・1380万円
■ 倶知安グルメスタンプラリー事業補助金・・・・120万円
■ 倶知安町新型コロナウイルス対策信用保証料助成金
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500万円

　なお、町長からは今後の対策についても逐次検討していき
たいと答弁がありました。

盛多 勝美 議長は採決に加わりません。○は賛成、×は反対、△は退席、ーは欠席

審議された全44の議案のうち、賛否の分かれた全15の議案の一部を掲載しています。各議員の賛否
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第１回　定例会
可決 令和２年度 虻田郡倶知安町一般会計予算に対する修正動議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ △ ○ ○ ○ × × ×

可決 令和２年度 虻田郡倶知安町一般会計予算（修正案の部分を除く原案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 令和２年度 倶知安町水道事業会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

可決
前回より継続審査の議案第１０号　第６次倶知安町総合計画基本
構想及び基本計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

可決 令和元年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第 8 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

第３回　臨時会
可決 令和２年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

令和２年度 虻田郡倶知安町
一般会計補正予算（第１号）を可決

令和２年度 虻田郡倶知安町
一般会計補正予算（第２号）を可決

くっちゃん支援金
（飲食店・宿泊事業者向け特別定額支援金）

　多くの町民が不要不急の外出を自粛するなか、
本町の飲食店及び宿泊施設を営む事業者（個人・
法人）に対して、一律10万円の特別支援金を交
付することを決定しました。
＜交付対象者＞
　令和2年4月27日現在、倶知安保健所から
　営業許可を得ている者。（約500事業者）
　※ 交付対象から除かれる者
　・主たる事業が飲食店営業・喫茶店営業でない者
   ・特定の従業員のために営業をしている者
　・令和2年4月27日現在で既に廃業している者

新型コロナウイルスの経済対策を可決
第３回 臨時会（４月２０日）

第４回 臨時会（４月３０日）
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　　　町政を問う！！

14人の議員が41問の一般質問を行いました

坂井　美穂　議員・・・７ページ
　① 新型コロナウイルス対策について
　② 子育て支援ー課題解決への戦略的な取り組みを

原田　芳男　議員・・・８ページ
　① 住民の健康を守るためには
　② 子育て支援の充実を
　③ ひらふ地区への上水道・下水道の増設について
　④ 高齢者や、自宅に風呂のない家庭への温泉施設への割引き
　　 制度の実施を

鈴木　保昭　議員・・・９ページ
　① 倶知安町の財政諸問題について
　② 令和２年度町政執行方針について
　③ 適正な人事配置
　④ 厚生病院

冨田　竜海　議員・・・１０ページ
　① 深刻化する役場内の人材不足、町長の見解は
　② 倶知安町人口維持・増加に向けた町長のビジョンは
　③ 急速に加速するICT化への対応は

木村　聖子　議員・・・１１ページ
　① まちの将来設計について

波方　真如　議員・・・１２ページ
　① パンデミック 自粛の影響を考える
　② 長期休校 子どもへの影響

森　　禎樹　議員・・・１３ページ
　① 観光偏重の行政運営でいいのか

作井　繁樹　議員・・・１４ページ
　① 気持ちが通い合う職場づくり
　② 戦略型企業誘致

古谷　眞司　議員・・・１５ページ
　① 安全・安心な地域社会の構築について
　② 倶知安厚生病院改築について

門田　　淳　議員・・・１６ページ
　① 新型コロナウイルス対策について
　② ふるさと納税について

田中　義人　議員・・・１７ページ
　① 公共施設等適正管理推進事業債の利活用について
　② 宿泊税の使途について

佐藤　英俊　議員・・・１８ページ
　① 緊急時・非常時の職員連絡網と閉庁時の防災無線の運用
　　 について
　② 河川管理について
　③ 宿泊税の使途について
　④ 役場新庁舎移転準備について
　⑤ ひらふ第一駐車場の再整備について

小川　不朽　議員・・・１９ページ
　① 新年度の放課後児童クラブの入所受け入れについて
　② みどり公園のさらなる活用を願い、移転・拡張を

笠原　啓仁　議員・・・２０ページ
　① 『新年度予算案』町長の公約は反映されていますか
　② 『総合計画と町長』どのような関係になりますか
　③ 『土曜保育未実施問題』園と保育所の協力で次善策の実施を
　④ 『町営住宅のガス設備』誰が負担・管理してますか
　⑤ 『処理困難粗大ごみ』他の粗大ごみと同じ扱いに
　⑥ 『郊外地区の公共交通』暫定措置の検討を
　⑦ 『景観行政団体』移行に向けた今後の作業は
　⑧ 『学校運営の権限』最終決定権は誰にありますか
　⑨ 『町内の光ファイバー網』未整備地区への対策は

会議録を閲覧するには、こちらから検索が
可能です。

一般質問１日目（３月１８日）

一般質問２日目（３月１９日）

一般質問３日目（３月２３日）
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児
童
を
対
象
に
、

放
課
後
等
に
安
全
で
安
心
な
子
ど

も
の
居
場
所
の
提
供
の
検
討
。

④
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
の
研

修
状
況
と
質
の
向
上
の
た
め
の
支

援
員
等
へ
の
研
修
。

２
．
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て

　

研
修
会
を
実
施
し
、
地
域
の
人

的
資
源
を
見
つ
け
出
し
、
地
元
に

提
供
会
員
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

が
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
つ
な
が

る
の
で
は
。
見
解
を
伺
う
。

町
長

１
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
に

つ
い
て

①
有
資
格
者
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
柔
軟
に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
人

員
確
保
の
拡
充
、
確
保
に
し
っ
か
り

と
努
め
る
。

②
処
遇
改
善
事
業
の
検
討
は
な
い
。

放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
処
遇
改
善
事
業
は
検
討
を
進
め

て
い
る
。

③
倶
知
安
小
学
校
、
西
小
学
校
、

東
小
学
校
の
３
校
に
つ
い
て
は
、
今

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
に
加
え
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。

④
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
研
修
修
了
者
の

状
況
。
北
児
童
館
で
は
、
職
員
４

名
の
う
ち
３
名
。
倶
小
児
童
ク
ラ
ブ

で
は
、
職
員
３
名
の
う
ち
２
名
。
東

小
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
職
員
４
名
の

う
ち
４
名
全
員
。
西
小
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
職
員
４
名
の
う
ち
１
名
が

研
修
を
修
了
し
て
い
る
。
質
の
向
上

の
た
め
、
各
種
研
修
等
の
参
加
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。

２
．フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て

　

事
業
開
始
に
は
、
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
数
々
あ
り
、
実
施
に
つ
い
て
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
。
保
育
所
ぬ
く
ぬ

く
で
の
一
時
預
か
り
な
ど
の
事
業
を

含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

町
長

①
「
倶
知
安
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
を
設
置
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
で
情
報
発
信
。

②
情
報
を
整
理
し
た
中
で
、
発
信

方
法
を
含
め
て
検
討
。

③
多
言
語
の
自
動
翻
訳
機
器
や
北

海
道
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
。
夜
間
・
休
日
は
24
時
間
対
応

可
能
な
観
光
庁
の
外
国
人
旅
行
者

向
け
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
。

④
住
民
生
活
、
経
済
活
動
、
教
育

関
連
を
中
心
に
、
必
要
な
支
援
策

を
検
討
。
国
・
道
・
そ
の
他
関
係

機
関
と
連
携
、
情
報
を
把
握
し
、

対
策
を
進
め
て
い
く
。

教
育
長

⑤
未
履
修
部
分
の
プ
リ
ン
ト
や
テ

ス
ト
、
自
習
内
容
の
学
習
の
プ
リ

ン
ト
な
ど
を
作
成
。
学
習
支
援
ツ
ー

ル
の
活
用
等
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
周

知
。

向け長期的に取り組む

問
　

実
際
の
登
録
人
数
に
対
し
て
、

利
用
さ
れ
て
い
る
人
数
を
考
慮
し

た
上
で
検
討
と
い
う
も
の
が
さ
れ

る
べ
き
。
町
の
条
例
自
体
を
見
直

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

補
助
員
さ
ん
も
研
修
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
員
に
な
っ
て

頂
く
こ
と
で
、
質
を
落
と
さ
な
い

で
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を

検
討
で
き
な
い
か
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
、
い
ま
だ
終
息
の
見
通

し
が
立
た
な
い
中
で
、
住
民
の
不

安
を
和
ら
げ
る
に
は
、
正
確
な
情

報
発
信
と
行
政
の
冷
静
な
対
応
が

重
要
。
以
下
を
問
う
。

①
現
在
の
対
策
。

②
緊
急
支
援
策
の
周
知
。

③
外
国
人
に
対
し
て
の
相
談
体
制
。

④
今
後
の
町
と
し
て
の
支
援
策
の

検
討
。

⑤
臨
時
休
校
中
の
学
習
支
援
等
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　

　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

は
、
病
児
、
早
朝
・
夜
間
に
も
対

応
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
ぬ
く

ぬ
く
で
は
時
間
も
限
ら
れ
る
。
何

が
問
題
な
の
か
長
期
的
に
考
え
て

体
制
を
整
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
。

町
長

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
質
を
落

と
さ
ず
に
拡
充
に
向
け
て
改
善
に

努
め
て
き
た
い
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
も
、
重
要
性
と
い
う
の
は

十
分
認
識
し
て
い
る
の
で
、
長
期

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
す
る
。
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一般質問　原
は ら だ

田　芳
よ し お

男　議員

新型コロナウイルスによる暮らしの影響、町の支援策は

町長　緊急性に鑑みながら、商店街活性化事業の

問①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
が

出
て
い
る
。
国
は
収
入
補
償
な
ど
、

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
町

と
し
て
も
支
援
策
が
必
要
。
考
え

を
伺
う
。

②
国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
が

３
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
96
万
円
に

な
り
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
限
度
額
の
引

き
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る
。

③
国
民
健
康
保
険
に
は
「
所
得
割
」

「
均
等
割
」「
平
等
割
」
が
あ
る
。

高
い
国
民
健
康
保
険
の
内
、
せ
め

て
子
ど
も
の
「
均
等
割
」
の
減
免

制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

町
長

①
緊
急
性
に
鑑
み
な
が
ら
借
入
金

の
利
子
補
給
、
労
働
者
生
活
資
金

貸
付
金
な
ど
の
利
用
促
進
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
拡
充
、
商
店
街
活

性
化
事
業
の
拡
大
支
援
な
ど
の
実

施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
倶
知
安
町
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
か
ら
引
き
上
げ
に
賛
成
と

答
申
が
出
さ
れ
引
き
上
げ
た
と
こ

ろ
。

③
全
国
町
村
会
・
全
国
知
事
会
に
お

い
て
要
望
を
し
て
お
り
、
後
志
総
合

開
発
期
成
会
に
お
い
て
も
国
に
対
し

て
要
望
を
準
備
し
て
い
る
。

拡大支援などの実施を検討する

住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は

子
育
て
支
援
の
充
実
を

問①
町
長
公
約
の
子
育
て
条
例
は
い

つ
ま
で
に
制
定
す
る
の
か
。

②
児
童
生
徒
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
は
約
８
０
０
０
円
か

か
る
が
、
町
の
援
助
は
出
来
な
い

の
か
。

町
長

①
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
添
う
形

で
令
和
３
年
度
に
新
た
な
組
織
作

り
を
目
指
す
方
向
で
進
め
た
い
。

名
称
は
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
」
と

考
え
て
い
る
。

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
手

洗
い
等
の
予
防
啓
発
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

ひ
ら
ふ
地
区
へ
の
上
水
道
・

下
水
道
の
増
設
に
つ
い
て

問
　

上
水
道
は
72
億
円
で
ひ
ら
ふ
地

区
へ
の
増
設
を
計
画
し
て
い
る
取

水
井
戸
な
ど
既
に
進
め
て
い
る
が
、

町
長

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
長
期
的

な
設
備
投
資
も
踏
ま
え
、
収
支
の

均
衡
を
図
る
た
め
一
般
家
庭
に
な
る

べ
く
影
響
の
出
な
い
よ
う
配
慮
し

て
適
切
な
料
金
体
系
の
検
討
を
進

め
る
。

　

下
水
道
は
増
設
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
て
い
な
い
。

高
齢
者
や
自
宅
に
風
呂
の

な
い
家
庭
へ
の
温
泉
施
設

へ
の
割
引
制
度
の
実
施
を

問
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
入

浴
施
設
を
公
衆
浴
場
と
見
立
て
て

利
用
し
て
い
る
が
狭
い
・
ぬ
る
い
と

評
判
が
良
く
な
い
。
改
善
が
必
要

と
考
え
る
。
温
泉
施
設
の
割
引
制

度
な
ど
を
導
入
し
て
は
。

町
長

　

不
十
分
を
改
善
す
る
た
め
に
は

大
規
模
改
修
が
必
要
に
な
る
。
次

年
度
に
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
い
。

　

温
泉
施
設
の
利
用
も
含
め
改
め

て
取
り
組
み
の
方
向
性
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

資
金
計
画
や
一
般
家
庭
へ
の
水
道
料

金
の
影
響
は
な
い
の
か
な
ど
不
明

確
で
あ
る
。
明
確
な
答
弁
を
求
め

る
。

具体的な資金計画や一般家庭の水道料金への影響が懸念される
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一般質問　鈴
す ず き

木　保
やすあき

昭　議員

機構改革を早急に、スピード感・やる気・情熱を

問
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
結
果
、

14
名
の
委
員
、
町
長
の
出
さ
れ
た

議
案
第
１
号
は
反
対
７
、
賛
成
７

と
同
数
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
展
開

を
し
て
い
く
と
は
思
っ
て
い
る
が
、

７
対
７
と
い
う
数
字
を
見
て
も
、

決
し
て
こ
れ
は
予
想
し
な
か
っ
た
も

の
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。

　

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
多
く
の
課

題
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
財
政
の
こ
と
な
ど
を
考
え
て

い
く
と
、
外
目
に
は
倶
知
安
町
と

い
う
の
は
非
常
に
い
い
町
に
見
え

る
が
、
現
実
の
中
身
を
見
る
と
、

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
考
え
れ
ば
考

え
る
ほ
ど
大
変
な
町
だ
な
と
、
将

来
、
今
が
一
番
大
事
な
正
念
場
か
な

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

　

令
和
13
年
と
い
う
こ
と
は
、

２
０
３
１
年
ま
で
の
財
政
は
大
変

厳
し
く
て
、
閉
塞
感
に
満
ち
溢
れ

て
い
る
。

　

こ
の
席
で
同
じ
よ
う
な
質
問
を

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

基
金
の
減
少
、
起
債
残
高
の
増
加

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、

基
金
は
底
を
尽
く
、
借
金
は
増
え

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
何
が

で
き
て
何
が
で
き
な
い
か
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
も
指

摘
し
た
が
、
十
分
な
精
査
を
し
た

上
で
予
算
を
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
こ
の
７
対
７
と
い
う
ひ
と
つ

の
表
現
に
な
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い

町
長

　

新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
お
い
て
は
、
３
月
10
日
か
ら
13
日

ま
で
の
４
日
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
、
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
。

　

鈴
木
議
員
も
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
本
当
に
こ
の
町
に
と
っ
て
大
変

大
き
な
転
換
期
に
あ
る
と
言
え
る

本
町
に
お
い
て
、
山
積
し
て
い
る
諸

課
題
に
対
し
て
、
今
回
、
議
員
の

皆
様
に
も
十
分
な
ご
審
議
を
い
た
だ

い
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
会
で
の
一
般
会

計
に
お
い
て
は
、
７
対
７
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、

本
当
に
長
時
間
に
わ
た
る
委
員
会

を
通
し
て
、
十
分
な
精
査
を
求
め

る
と
。
今
こ
の
予
算
は
あ
が
っ
た
け

れ
ど
も
、
し
っ
か
り
と
そ
の
精
査
が

確
か
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
、
私
た
ち
も
含
め
職
員
一同
、

改
め
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
。

　

本
当
に
深
刻
で
あ
る
と
同
時
に
、

課
題
が
、
そ
れ
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

よ
う
な
、
将
来
を
見
据
え
た
中
で
の

大
変
大
き
な
取
り
組
み
に
な
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
を
励
み
に
、
む
し

ろ
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
今
日

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と

こ
れ
か
ら
も
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

目
標
あ
る
い
は
目
的
と
い
っ
た
も

の
を
し
っ
か
り
と
的
確
に
捉
え
、
や

は
り
最
初
の
一
歩
、
何
を
す
る
に
も

最
初
の
一
歩
の
重
要
性
、
そ
の
判
断

や
選
択
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
大
変

大
事
な
こ
と
だ
と
強
く
認
識
し
て

い
る
。

　

財
源
に
限
り
の
あ
る
中
で
は
あ

る
が
、
生
活
に
直
結
す
る
イ
ン
フ

ラ
、
特
に
道
路
事
業
に
関
し
て
は
、

優
先
度
と
い
っ
た
も
の
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
た
上
で
の
計
画
的
、
継

続
的
な
事
業
の
実
施
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
関
連
予
算
を

増
額
し
た
が
、
ニ
セ
コ
町
と
は
ニ
セ

コ
観
光
圏
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
全
体
の
魅

力
及
び
価
値
の
創
造
を
と
も
に
目

指
す
と
い
っ
た
考
え
の
も
と
、
し
っ

か
り
と
事
業
を
進
め
、
そ
の
裏
付

け
と
な
る
歳
入
の
面
に
お
い
て
も
、

新
し
い
財
源
の
検
討
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
財
源
確
保
の
方
策
を
検
討

し
、
町
有
地
の
有
効
活
用
、
特
に

ひ
ら
ふ
地
区
の
ホ
テ
ル
敷
地
売
却

に
関
し
て
も
、
慎
重
に
時
間
を
か

け
な
が
ら
で
あ
る
が
、
交
渉
を
現

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

世
界
的
な
感
染
拡
大
を
見
せ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ら
に
不
透

明
、
不
確
実
な
要
素
も
付
き
ま
と
っ

て
い
る
。
閉
塞
感
へ
陥
る
と
い
っ

た
事
態
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
今
日

で
あ
る
。
こ
う
し
た
難
局
に
お
い

て
も
、
町
の
将
来
像
を
見
失
わ
ず

に
、
地
に
足
を
つ
け
な
が
ら
粘
り

強
く
、
か
つ
変
化
を
恐
れ
ず
即
応

的
に
。

　

ま
た
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い

て
も
当
然
予
算
獲
得
に
向
け
た
要

望
活
動
や
要
請
活
動
、
そ
う
い
っ

た
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
機

会
や
目
的
を
し
っ
か
り
捉
え
た
中

で
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町長　最初の一歩の重要性、判断や選択を
強く認識し努める

る
。

　

機
構
改
革
を
す
る
時
は
、
役
場

が
新
し
い
古
い
は
関
係
な
い
。
今

の
う
ち
に
機
構
改
革
を
。
来
年
で

き
て
か
ら
機
構
改
革
と
い
っ
て
も
、

今
の
う
ち
に
パ
ッ
と
み
ん
な
が
動
い

て
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
け
る
よ
う
な
体
制
と
い
う
の
は

大
事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

職
員
は
町
長
の
ス
ピ
ー
ド
感
を

求
め
て
い
る
と
思
う
。
町
長
は
人

事
権
と
財
政
は
き
ち
ん
と
握
っ
て

い
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
や
る

気
、
情
熱
を
持
っ
て
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

財
政
が
こ
う
い
う
時
代
な
の
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
危
機
。
何
が
必
要
で

何
が
必
要
で
な
い
の
か
、
何
を
優

先
す
る
の
か
を
、
や
は
り
十
分
町

民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
町
民
の
要
望

を
聞
き
な
が
ら
お
や
り
に
な
る
と

よ
い
と
思
う
。
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一般質問　冨
と み た

田　竜
た つ み

海　議員

深刻化する役場内の人材不足。離職防止や人材募集戦略は？

など必要な予算をかけて町の魅力発信に努める

問
　

現
在
、
日
本
全
国
で
人
手
不
足

が
騒
が
れ
て
お
り
、
本
町
議
会
に

お
け
る
町
長
答
弁
で
も
、
人
手
が

不
足
し
て
お
り
募
集
し
て
い
る
が

応
募
が
な
い
と
の
答
弁
が
何
度
も

あ
っ
た
。

　

慢
性
的
な
人
手
不
足
を
解
消
す

る
に
は
並
大
抵
の
工
夫
で
は
足
ら

な
い
。

　

ま
ず
、
職
場
環
境
を
分
析
し
、

何
が
原
因
で
離
職
を
す
る
の
か
明

確
に
し
、
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
職
場
環
境
・
離
職
理
由

の
把
握
・
改
善
を
し
離
職
率
を
抑

え
る
ス
キ
ー
ム
は
で
き
て
い
る
か
。

町
長

　

人
員
を
確
保
し
、
安
定
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
中
途
離
職
を
抑
え
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

所
属
長
を
通
じ
て
職
場
環
境
全
体

の
把
握
を
的
確
な
も
の
に
す
る
た

め
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
研

修
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　

次
に
、
現
在
求
職
・
転
職
を
検

討
す
る
際
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
な
い
人
は
少
な
い
。
ど
ん

な
職
場
環
境
か
、
人
間
関
係
は
良

い
か
、
退
職
者
の
口
コ
ミ
は
良
い

か
な
ど
、
数
あ
る
候
補
の
中
か
ら

検
討
す
る
。

　

ど
ん
な
に
職
場
環
境
が
良
く
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
発
信
力
が

弱
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
候
補
に
も

挙
が
ら
な
い
。

　

し
か
し
現
状
は
、「
北
海
道
求

人
」、「
倶
知
安
求
人
」
と
検
索
し

て
も
、
倶
知
安
町
役
場
の
求
人
は

１
ペ
ー
ジ
目
に
す
ら
表
示
さ
れ
ず
、

改
善
の
必
要
性
が
伺
え
る
。

　

求
職
者
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

求
職
情
報
ま
で
た
ど
り
着
き
、
情

報
を
仕
入
れ
、
何
を
見
て
関
心
を

持
ち
、
求
人
応
募
に
至
る
の
か
、

戦
略
は
十
分
に
で
き
て
い
る
か
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
や
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
検
索
連
動
型
広
告
な

ど
、
従
来
の
求
人
方
法
に
加
え
て

新
た
な
募
集
方
法
を
探
求
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。町
長
の
見
解
は
。

町
長

　
一
般
事
務
の
正
規
職
員
に
つ
い
て

は
、
後
志
町
村
会
の
行
う
一
次
試
験

合
格
者
の
中
か
ら
、
各
町
村
に
お

け
る
二
次
面
接
試
験
を
経
た
上
で
の

採
用
と
な
っ
て
お
り
、
後
志
町
村
会

や
各
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
試

験
情
報
を
見
て
応
募
し
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

専
門
職
職
員
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
学
校
の
就
職
担

当
部
署
へ
案
内
を
し
て
い
る
。
面
接

時
、
試
験
・
求
人
情
報
の
入
手
先
を

聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
務
員
募
集
情
報
サ
イ
ト

が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
業
界
紙

に
載
っ
て
い
た
試
験
情
報
を
見
て
応

募
し
た
と
の
情
報
も
得
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
に
つ
い

て
は
、
大
手
求
人
情
報
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
５
名
の
募
集
、
10
名
程

度
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
採
用

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
募
集
情
報

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
指
摘
通
り
検

索
上
位
に
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

対
応
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
検
索

キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
し
た
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
、
相
応
の
時

間
と
費
用
を
か
け
て
行
う
必
要
が

あ
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
検
索
連
動
型
広
告
な
ど
、
情
報

提
供
の
方
法
や
大
手
求
人
募
集
サ

イ
ト
の
活
用
も
含
め
、
最
小
限
の
費

用
で
、
必
要
な
人
に
情
報
を
届
け

る
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
に
人
員
不

足
が
顕
著
で
あ
る
有
資
格
者
確
保

に
対
し
、
必
要
な
予
算
を
か
け
て
の

募
集
も
重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
段
を
用
い
て
、
町
の
魅
力
も
含
め

発
信
力
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
。

現状の「倶知安　求人」での検索結果、改善の必要性が伺える

町長　組織マネジメント能力研修の実施や検索連動型広告
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一般質問　木
き む ら

村　聖
せ い こ

子　議員

財政負担軽減に拠点集約は重要。

町長　立地適正化計画の策定検討を進めなければならない

問
　

町
政
執
行
方
針
か
ら
町
の
将
来

設
計
に
つ
い
て
伺
う
。

１
．
行
財
政
運
営

①
「
既
存
施
設
の
長
寿
命
化
や
複

合
化
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
負
担

を
軽
減
す
る
」
に
つ
い
て
、
老
朽

化
す
る
公
的
不
動
産
を
同
様
に
維

持
す
る
こ
と
に
捉
わ
れ
ず
、
拠
点

を
集
約
す
る
こ
と
が
重
要
。

　

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
＋
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
は
土
地
利
用
と
交
通
に
関

係
が
あ
り
、
域
内
交
通
に
好
影
響

だ
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
の
見

解
は
。

　

ま
た
、
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て

南
６
条
団
地
の
一
部
を
例
え
ば
旧
み

な
み
保
育
所
跡
地
を
活
用
で
き
れ

ば
歩
い
て
通
え
る
範
囲
で
買
い
物

な
ど
が
出
来
る
が
見
通
し
は
。

②
宿
泊
税
収
入
を
観
光
サ
ー
ビ
ス

に
転
嫁
す
る
こ
と
が
始
ま
る
。
他

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
利
用

料
を
町
民
と
非
町
民
に
分
け
る
な

ど
、
応
分
の
負
担
に
よ
り
住
民
は

低
廉
な
利
用
料
で
、
来
訪
者
は
幾

分
か
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と

で
僅
か
で
も
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
嫁
に

つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
。

町
長

①
新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整
備
の

た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

の
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
拠
点
集
約
は
、
住
民
の
利
便

性
と
行
政
コ
ス
ト
の
両
方
の
視
点
か

ら
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討

も
必
要
で
あ
り
、
住
民
の
暮
ら
し
、

経
済
の
活
性
化
の
視
点
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
コ
ン
パ

ク
ト
化
は
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
有
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
町
営
住
宅
建
て
替
え
計
画
は

ま
だ
先
の
話
だ
が
、
柔
軟
な
視
点

を
持
ち
考
え
て
い
き
た
い
。

②
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料

が
増
加
し
た
と
し
て
も
、
施
設
の
充

実
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
還

元
さ
れ
れ
ば
満
足
度
は
高
ま
る
と
考

え
る
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
ど
こ
に
費
用
を
か
け
る
べ
き

か
適
正
な
使
用
料
の
見
直
し
は
必

要
と
考
え
る
。

　
一
方
、
町
民
と
非
町
民
で
の
料
金

の
差
別
化
は
、
観
光
振
興
や
合
宿

の
誘
致
な
ど
の
影
響
も
考
慮
し
慎
重

に
審
査
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コンパクトシティ化の見解は

問２
．
都
市
計
画

「
駅
周
辺
整
備
計
画
に
あ
わ
せ
た
旭

ケ
丘
公
園
の
見
直
し
な
ど
、
景
観

計
画
策
定
時
に
都
市
の
緑
地
緑
化

方
針
を
見
直
す
」
に
つ
い
て
、
旭

ケ
丘
の
活
用
見
直
し
は
ど
う
な
る

の
か
。

　

ま
た
、
以
前
に
地
方
創
生
過
疎

化
交
付
金
事
業
で
観
光
協
会
に
委

託
し
た
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
夏
季
の

利
活
用
報
告
書
の
見
解
は
。

プ
ラ
ン
で
は
、
観
光
視
点
の
都
市

計
画
的
手
法
へ
の
言
及
が
あ
り
、

観
光
担
当
や
ま
ち
づ
く
り
の
担
当

者
も
入
り
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
に

行
き
わ
た
る
施
策
を
す
る
べ
き
。

　

旭
ケ
丘
公
園
は
町
民
に
と
っ
て

大
変
有
効
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
で
あ
る
。
報
告
書
も
重
要
な

内
容
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

旭ケ丘公園などの周辺環境はどのように見直されるのか

町
長

　

新
幹
線
利
用
者
の
駐
車
場
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
確
保
の
た
め
、

く
と
さ
ん
パ
ー
ク
の
一
部
を
活
用
す

る
検
討
を
し
て
い
る
。

　

新
た
に
駅
舎
玄
関
が
公
園
側
に

も
で
き
る
と
人
や
車
の
従
来
が
増

え
る
た
め
、
公
園
の
し
つ
ら
え
方
、

駐
車
場
の
あ
り
方
な
ど
の
課
題
を

「
緑
の
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。
景
観
や
自

然
環
境
、
提
供
で
き
る
イ
ン
フ
ラ

を
鑑
み
、
開
発
と
保
全
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
示
し
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
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一般質問　波
なみかた

方　真
ま こ と

如　議員

パンデミック、自粛の影響を考える

町長　知恵を出し、汗を流し、今年１年間頑張っていきたい

問
　

町
内
の
事
業
者
の
多
く
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

経
営
状
況
が
急
速
に
悪
化
し
て
い

る
。
先
の
見
え
な
い
不
安
の
中
で
、

一番
大
切
な
の
は
「
無
理
を
さ
せ
な

い
、
借
金
を
重
ね
て
持
続
さ
せ
な

い
」
こ
と
だ
と
考
え
る
。「
こ
の
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

　

支
援
策
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、

制
度
内
容
の
精
査
と
い
っ
た
も
の
を

行
い
、
事
業
者
向
け
支
援
情
報
と

し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

り
行
っ
て
お
り
、
関
係
者
へ
の
情
報

提
供
を
行
い
つ
つ
、
売
上
高
の
減
少

に
伴
い
、
事
業
者
が
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
際
に
、
保
証
協

会
な
ど
に
よ
る
有
利
な
保
証
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
に

よ
り
認
定
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
認
定
の
申
請
受
付
、
認
定
事
務

を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う
事
業
者
の

状
況
悪
化
、
経
営
の
悪
化
に
よ
る

損
失
分
を
補
填
す
る
主
な
施
策
は
、

融
資
と
い
う
借
金
で
あ
っ
て
、
事
業

者
に
お
い
て
は
そ
の
後
に
わ
た
り

返
済
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
、
ど

う
し
て
も
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
う
労
働

者
生
活
資
金
貸
付
資
金
や
中
小
企

業
振
興
条
例
に
基
づ
く
借
入
金
、

資
金
の
利
子
助
成
制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
者
の

負
担
と
な
ら
ず
に
消
費
喚
起
を
行

う
手
段
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
の
拡
大
・
拡
充
や
ほ
か

の
自
治
体
で
の
効
果
的
な
施
策
の

情
報
収
集
を
行
い
つ
つ
、
商
工
会

議
所
、
商
店
連
合
会
、
観
光
協

会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町

内
の
各
店
舗
を
積
極
的
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
策
の
実

施
、
検
討
を
今
後
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

　

全
く
私
も
同
じ
感
じ
を
も
っ
て
い

る
。
実
際
に
倶
知
安
独
自
で
と
い

う
ふ
う
に
な
る
と
、
お
困
り
に
な
っ

て
い
る
事
業
者
の
方
々
は
大
打
撃
を

受
け
て
い
る
と
思
う
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
金

融
面
の
融
資
の
部
分
で
は
、
国
の
制

度
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
制
度
、
そ
し

て
町
で
も
そ
う
い
っ
た
条
例
も
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
ま
ず
は
そ

れ
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
何
と
か

経
営
の
破
綻
に
な
る
前
に
、
し
っ
か

り
と
そ
の
手
当
て
を
し
て
い
た
だ
く
。

そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ま

ず
知
っ
て
い
た
だ
く
。

　

今
あ
る
制
度
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
国
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
制
度
と

い
う
の
を
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
は

最
低
限
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
日
も
早
く
、
町
そ
し
て
こ
の

地
域
が
元
気
を
取
り
戻
し
て
日
常
生

活
、
さ
ら
に
こ
れ
を
ば
ね
に
、
き
っ

か
け
に
、
逆
に
町
全
体
が
盛
り
上

が
る
よ
う
な
、
取
り
組
み
と
い
う

の
は
、
ソ
フ
ト
の
面
で
は
幾
ら
で
も

で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　

特
に
外
食
産
業
が
落
ち
込
ん
で

い
る
も
の
を
打
開
す
る
た
め
の
知

恵
を
皆
さ
ん
と
共
に
行
政
も
加
わ
っ

て
知
恵
を
出
し
、
汗
を
流
し
、
そ

し
て
今
年
１
年
間
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感

じ
ら
れ
ま
す
か
、
今
の
答
弁
は
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
拡
大
す
る

意
味
、
も
ち
ろ
ん
意
味
は
あ
る
と
思

う
が
、
何
か
も
っ
と
違
っ
た
、
町
長

な
ら
で
は
の
策
と
い
う
も
の
を
答

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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一般質問　森
もり

　禎
よ し き

樹　議員

観光偏重の行政運営でいいのか

町長　決して観光偏重という意思は持っていない

問
　

令
和
２
年
度
の
町
政
執
行
方
針

に
お
い
て
「
い
つ
ま
で
も
夢
を
も
っ

て
住
み
続
け
ら
れ
る
町
、
そ
し
て

持
続
可
能
な
観
光
地
へ
の
基
盤
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
ら
れ
、
令
和
２
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
第
６
次
倶
知
安
町
総

合
計
画
に
お
い
て
も
「
豊
か
な
自

然
環
境
を
活
か
し
て
国
際
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
発
展
を
目
指
す
」
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

倶
知
安
町
が
「
観
光
の
ま
ち
」

と
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
こ
の
ま
ま
観

光
偏
重
と
も
思
え
る
行
政
運
営
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
町
民
に
と
っ
て

の
「
住
み
続
け
た
い
町
」
と
な
る

の
か
町
長
に
伺
う
。

①
景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行
を
待

た
ず
に
今
で
き
る
開
発
規
制
や
抑

制
で
「
質
の
高
い
開
発
誘
導
」
が

で
き
な
い
の
か
。

②
一
般
町
民
は
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
に

な
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
。
末
端

ま
で
波
及
効
果
が
及
ぶ
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
の
産
業
や
業
種
を
繋
げ
る

施
策
は
な
い
の
か
。

③
既
存
の
事
業
に
お
い
て
宿
泊
税
へ

と
財
源
変
更
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
れ
ほ
ど
の
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。

④
公
共
交
通
問
題
・
ご
み
問
題
・
住

居
問
題
な
ど
観
光
公
害
の
実
態
把

握
と
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長

①
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
の
例
と
し

て
、
一
定
規
模
の
開
発
に
関
す
る
説

明
会
の
義
務
化
や
工
事
自
粛
期
間

の
ル
ー
ル
化
。

　

土
地
利
用
全
般
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
保
全
す
べ
き
エ
リ
ア
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
導
す
る
エ
リ
ア
の

方
針
を
打
ち
出
し
、
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ

ア
の
開
発
を
ス
プ
ロ
ー
ル
化
か
ら
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
好
循
環
の
形

成
に
移
行
す
べ
き
と
考
え
る
。

②
観
光
産
業
発
展
の
た
め
の
好
循

環
を
回
す
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

組
織
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
っ
か
り

と
町
は
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
農

業
の
６
次
産
業
化
や
地
元
調
達
の
橋

渡
し
な
ど
、
町
・
商
工
会
議
所
・
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

③
令
和
元
年
度
の
観
光
に
関
す
る

当
初
予
算
９
１
６
２
万
５
千
円
の
う

ち
、
一
般
財
源
が
６
１
１
８
万
９
千

円
で
あ
っ
た
。
令
和
２
年
度
予
算

で
は
１
億
６
２
６
０
万
６
千
円
の
う

ち
、
一
般
財
源
は
１
４
３
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
差
額
は
４
６
８
８
万
９
千
円

に
な
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
施
策
や
福
祉
政
策
、
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で

何
年
に
も
わ
た
っ
て
財
源
不
足
と
し

て
、
な
か
な
か
執
行
し
づ
ら
か
っ
た

事
業
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
側
面
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

④
冬
場
の
タ
ク
シ
ー
不
足
、
ご
み

出
し
に
係
る
問
題
、
地
価
の
高
騰

に
伴
う
部
屋
代
や
賃
料
の
高
騰
な

ど
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

根
本
的
な
課
題
解
決
に
は
観
光

の
平
準
化
「
通
年
観
光
」
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

　

人
材
確
保
・
ご
み
の
ル
ー
ル
周

知
な
ど
継
続
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

　

住
居
に
関
し
て
は
、
遠
別
町
で

の
取
り
組
み
、
民
間
活
用
を
し
た

住
居
整
備
や
施
策
を
本
町
に
あ
て

は
め
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
今
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　

観
光
公
害
問
題
、
行
政
の
役
割

を
ど
の
部
署
で
担
っ
て
い
く
の
か
。

行
政
が
規
制
を
か
け
る
部
分
、
問

題
を
事
前
に
収
め
る
部
分
が
で
き

る
の
か
で
き
な
い
の
か
。

町
長

　

観
光
公
害
で
は
な
く
そ
の
前
の

前
段
の
開
発
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
に
係
を

新
設
し
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　

宿
泊
税
に
つ
い
て
、
大
事
な
の
は

見
せ
方
の
部
分
だ
と
思
う
。
い
ろ

い
ろ
と
良
い
部
分
が
出
て
き
て
い
る

と
思
う
の
で
、
こ
の
辺
の
見
せ
方

の
工
夫
は
。

町
長

　

宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
な
の

で
、
そ
の
使
い
道
は
こ
う
い
う
風
に

使
っ
て
い
る
と
町
民
に
対
し
て
教
え

て
伝
え
る
、
納
税
者
で
あ
る
観
光

客
に
対
し
て
も
わ
か
る
よ
う
な
見
せ

方
を
、
今
工
夫
し
て
は
っ
き
り
さ
せ

て
い
く
。

　

町
民
の
方
々
に
対
し
て
、
今
年
の

会
計
予
算
を
丁
寧
に
説
明
す
る
し

か
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
い
っ
た
場

を
設
け
る
場
だ
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

宿泊税を財源とした取り組みの見せ方が課題
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一般質問　作
さ く い

井　繁
し げ き

樹　議員

管理職には、「人を育てる意識」を深めるための研修を

町長　管理業務とは、人を育てることが一番の仕事

問
　

ま
ず
、
組
織
と
し
て
の
取
り
組

み
と
し
て
職
員
研
修

①
多
様
性
や
柔
軟
性
を
意
識
し
た

民
間
主
催
の
研
修
を
。

②
管
理
職
に
は
、
何
よ
り
も
「
人

を
育
て
る
意
識
」
を
深
め
る
た
め

の
研
修
を
。

③
新
人
に
は
多
角
的
な
研
修
も
必

要
。
自
衛
隊
へ
の
入
隊
体
験
な
ど

も
実
践
す
べ
き
。

組織の一体感や意識高揚の手段としても有効と思われる

気
持
ち
が
通
い
合
う
　

　
　
　
　
　
職
場
づ
く
り

問
　

組
織
の
一
体
感
を
求
め
る
た
め
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

作
製
す
べ
き
。

町
長

①
今
ま
で
使
っ
て
い
た
研
修
機
関
で

の
研
修
以
外
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

②
業
務
管
理
と
は
、
人
を
ど
う
や
っ

て
育
て
て
い
く
か
と
い
う
の
が
一
番

の
大
き
な
仕
事
。
今
ま
で
の
組
織
を

も
う
一度
捉
え
直
し
、
計
画
す
る
。

③
例
え
ば
自
衛
隊
へ
の
入
隊
体
験
、

十
分
に
検
討
す
る
。

問
　

再
任
用
職
員
、
指
南
役
的
な
新

た
な
配
置
を
行
う
べ
き
。

町
長

　

職
員
の
育
成
指
導
を
主
な
用
途

と
す
る
職
員
、
引
き
続
き
検
討
す

る
。

問
　

町
長
、
副
町
長
、
統
括
監
の
役

割
分
担
に
は
、
良
い
意
味
で
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

町
長

　

大
変
御
苦
労
を
か
け
て
い
る
、
適

宜
対
応
し
た
い
。

問
　

心
を
整
え
る
意
味
で
の
「
自
己

啓
発
」、
そ
の
こ
と
を
よ
り
意
識
し

た
訓
練
を
。

町
長

　

も
っ
と
自
由
に
、
積
極
的
に
、

活
発
に
取
り
組
む
。

が
原
因
な
ら
ば
「
手
伝
え
る
こ
と

が
あ
れ
ば
手
伝
う
、
だ
か
ら
頑
張

ろ
う
」
と
接
し
て
あ
げ
て
。

　

仕
事
の
量
や
質
が
原
因
な
ら
ば

「
苦
労
を
か
け
る
け
れ
ど
も
頼
む
、

何
と
か
頑
張
っ
て
く
れ
」
と
接
し
て

あ
げ
て
。

　

そ
し
て
、
職
場
の
人
間
関
係
が

原
因
な
ら
ば
「
必
ず
守
る
、
だ
か

ら
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
と
接
し
て
あ

げ
て
欲
し
い
。

町
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
し
っ
か

り
と
、
ど
れ
だ
け
と
れ
る
か
と
い

う
の
も
、
上
司
の
役
割
と
し
て
、

も
の
凄
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

町
長

　

組
織
の
一
体
感
、
意
識
の
高
揚
も

期
待
で
き
る
、
検
討
す
る
。

問
　

続
い
て
、
町
長
個
人
と
し
て
の

取
り
組
み
。

　

出
張
時
に
、
職
員
研
修
の
一環
と

し
て
、
若
手
職
員
を
同
行
さ
せ
る

べ
き
。

町
長

　

自
治
を
ど
う
捉
え
る
の
だ
と
い
う

こ
と
で
の
経
験
、
考
え
る
き
っ
か
け

も
期
待
で
き
る
、
意
識
し
て
考
え

る
。

問
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
町
長
の

考
え
や
想
い
を
常
日
頃
か
ら
職
員

に
発
信
す
べ
き
。

町
長

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
学
習
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
日
常
的
に
取
り

組
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
今
後
も
努

力
す
る
。

問
　
「
仕
事
行
き
た
く
な
い
よ
な
ぁ
」

と
い
う
職
員
は
当
然
い
る
し
、
こ

れ
か
ら
も
出
て
く
る
。
家
庭
の
事
情
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一般質問　古
ふ る や

谷　眞
し ん じ

司　議員

安心・安全な地域社会の構築は

町長　防災対策に終わりなし、常に防災を念頭に

問①
災
害
を
想
像
し
た
場
合
、
発
生

可
能
性
の
順
位
は
ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
か
。

②
発
生
可
能
性
の
順
位
が
高
い
災

害
に
対
す
る
防
災
拠
点
及
び
避
難

所
等
の
整
備
は
で
き
て
い
る
か
。

③
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
重
要
な
水
道

施
設
、
下
水
道
施
設
の
防
災
手
段

は
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

④
避
難
所
で
水
・
ト
イ
レ
・
電
気
・

ガ
ス
の
供
給
手
段
は
構
築
さ
れ
て

い
る
か
。

⑤
倶
知
安
町
地
域
防
災
計
画
が
町

職
員
・
町
民
に
十
分
に
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
政
策
に
生
か

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

①
過
去
の
災
害
状
況
や
地
形
上
の

特
性
な
ど
か
ら
、
１
位
が
台
風
な
ど

降
雨
に
よ
る
洪
水
、
浸
水
災
害
で
、

次
に
地
震
災
害
、
そ
し
て
原
子
力

災
害
で
あ
る
。

②
可
能
性
の
高
い
災
害
に
対
す
る

防
災
拠
点
並
び
に
避
難
所
等
の
整

備
は
概
ね
で
き
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　

た
だ
、
細
か
く
は
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
る
。

③
水
道
施
設
の
地
震
災
害
対
策
と

し
て
重
要
な
も
の
は
、
浄
水
場
・
配

水
池
・
導
水
管
・
送
水
管
・
配
水
管

等
の
施
設
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
水
道
施
設
の
耐
震
化
は

十
分
に
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
本
町

の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
６
％
で

全
国
平
均
は
３９
・
３
％
で
あ
り
、
か

な
り
遅
れ
て
い
る
。

　

全
て
の
水
道
施
設
を
耐
震
化
す

る
に
は
、
相
当
な
期
間
と
費
用
が

必
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
医
療
機
関

や
防
災
拠
点
・
避
難
所
等
の
重
要
施

設
に
係
る
配
水
管
の
耐
震
化
を
優

先
的
に
進
め
る
。

　

水
道
課
で
は
、
水
道
施
設
事
故

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、

配
水
管
の
破
損
、停
電
、土
砂
災
害
、

水
質
異
常
へ
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
下
水
道
の
各
施
設
も
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。
今
後

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
実
施
調
査
を
行
い
新
改
訂

基
準
に
見
合
う
施
設
の
更
新
を
検

討
す
る
。

④
水
の
確
保
は
、
指
定
避
難
所
に

避
難
さ
れ
た
方
に
行
政
備
蓄
と
し
て

備
蓄
し
て
い
る
飲
料
水
の
配
布
・
水

道
課
に
よ
る
給
水
車
・
消
防
に
よ
る

水
タ
ン
ク
車
・
他
町
か
ら
災
害
時
相

互
の
応
援
協
定
に
よ
る
応
援
・
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
に
よ
る
給
水
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
ト

イ
レ
な
ど
の
準
備
が
整
う
ま
で
の

間
、
備
蓄
品
で
あ
る
携
帯
式
の
ト
イ

レ
を
各
指
定
避
難
所
に
配
布
す
る
。

　

電
気
に
つ
い
て
は
、
指
定
避
難
所

に
非
常
用
発
電
装
置
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
が
、
行
政
備
蓄
と
し
て
発
電

機
を
備
蓄
し
て
お
り
、
リ
ー
ス
の
発

電
機
や
大
型
発
電
機
等
が
準
備
で

き
る
ま
で
の
間
は
、
行
政
備
蓄
で
対

応
す
る
。

　

ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
行
政
備
蓄
と

し
て
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
備
蓄
し
て

い
る
。

⑤
改
訂
の
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
４

月
に
全
戸
配
布
す
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
会

の
会
合
、
あ
る
い
は
防
災
訓
練
の
場

な
ど
で
活
用
し
周
知
す
る
。

　

職
員
教
育
は
、
定
期
的
に
災
害

対
策
本
部
の
訓
練
を
重
ね
て
い
る
。

定
期
的
な
学
習
会
も
継
続
的
に
実

施
し
熟
度
を
増
進
し
て
い
く
。

まちづくりを進める

　

政
策
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
防
災
を
意
識
し
て
い

な
い
事
業
の
検
討
も
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
防
災

の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
。

防災の視点を反映させたインフラ・施設整備が必要
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一般質問　門
か ど た

田　淳
じゅん

　議員

ふるさと納税について

町長　寄附額拡大を目指していく

問①
新
年
度
に
向
け
て
の
取
り
組
み

や
目
指
す
こ
と
は
。

②
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
を
見
て
も
使

い
道
や
成
果
の
使
途
に
つ
い
て
更

新
が
な
い
。
使
い
道
や
成
果
な
ど

を
し
っ
か
り
と
示
し
て
い
く
べ
き
で

は
。

③
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の

寄
附
金
の
使
い
道
の
部
分
（
使
い

道
を
選
択
す
る
部
分
）
で
、
地
域

の
課
題
と
そ
の
解
決
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
示
し
理
解
と

賛
同
を
得
て
い
く
べ
き
で
は
。

④
新
年
度
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
長

①
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状

況
は
、
２
億
３
０
０
０
万
円
を
超

え
て
い
る
。
現
在
、
非
常
に
ご
要

望
が
多
い
た
め
、
受
付
休
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

に
つ
い
て
、
早
期
の
再
開
を
目
指

す
べ
く
、
供
給
事
業
者
と
協
議
を

詰
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
返
礼
品
の
開
発

に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
寄
附

さ
れ
る
皆
様
の
選
択
肢
を
少
し
で

も
広
げ
、
寄
附
額
拡
大
を
目
指
し

て
い
く
。

②
で
き
る
だ
け
事
業
の
成
果
を
わ

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

③
町
の
施
策
方
針
と
連
動
さ
せ
る

な
ど
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

④
第
２
期
総
合
戦
略
、
そ
の
中
で

位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
お
い
て

活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
地
域
再

生
計
画
の
認
定
申
請
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

寄附拡大に向けた取り組みが注目される

④
今
後
の
学
校
や
施
設
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

⑤
学
校
に
お
い
て
学
習
で
き
な
か
っ

た
部
分
の
対
応
は
。

教
育
長

④
適
切
な
対
応
策
を
講
じ
な
が

ら
、
国
や
道
の
対
応
、
後
志
管
内

各
町
村
の
状
況
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア

な
ど
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、

適
切
な
時
期
に
再
開
が
可
能
と
な

り
ま
す
よ
う
協
議
検
討
し
て
い
く
。

⑤
教
育
委
員
会
と
各
学
校
の
連
携

を
さ
ら
に
強
め
な
が
ら
、
今
後
も

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
管
理

を
最
優
先
と
し
つ
つ
、
学
習
や
体

力
維
持
へ
の
支
援
等
を
進
め
る
た

め
工
夫
検
討
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
対
策
に
つ
い
て

町
長

①
予
防
対
策
に
加
え
、
住
民
の
社

会
生
活
、
経
済
に
関
す
る
対
策
の

検
討
や
感
染
者
発
生
時
の
具
体
的

な
行
動
計
画
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
し
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
。

②
国
の
施
策
ま
た
は
要
望
等
に
留

意
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

③
正
確
な
情
報
を
常
に
確
認
し
て

掲
載
し
て
い
く
。
今
後
も
正
確
で

必
要
な
情
報
を
迅
速
に
発
信
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問①
対
策
本
部
設
置
の
目
的
は
。

②
町
独
自
の
対
策
と
し
て
、
何
が

で
き
る
の
か
案
を
ま
と
め
る
べ
き

で
は
。

③
今
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
情
報
更
新
や

情
報
発
信
が
足
り
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

問
　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
な
る
条
件
の
一

つ
と
し
て
危
機
管
理
能
力
の
部
分
、

し
っ
か
り
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
も
伝
え
、

実
際
の
取
り
組
み
の
中
で
表
現
し

て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

寄附金の使い道
♦町におまかせ（町長に一任）
♦北海道新幹線倶知安駅及び駅周辺整備に
　関する事業
♦環境・景観保全に関する事業
♦国際観光リゾート地創出に関する事業
♦「スキーの町」振興に関する事業
♦安心して暮らせる福祉環境づくりに関する
　事業
♦子育て支援体制の充実に関する事業
♦子どもの教育の充実に関する事業
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一般質問　田
た な か

中　義
よしひと

人　議員

旧東陵中学校を解体せず、ニーズに併せた活用を

町長　費用が高額となり、町での活用は困難と判断

問
　

公
共
施
設
の
管
理
推
進
を
す
る

た
め
、
改
築
や
解
体
を
す
る
た
め

に
起
債
（
借
金
）
で
き
る
制
度
が

あ
る
。
ど
の
施
設
に
、
ど
う
活
用

す
る
つ
も
り
か
。

町
長

　

施
設
を
壊
す
た
め
に
起
債
で
き

る
期
限
が
令
和
３
年
度
ま
で
。
新

庁
舎
完
成
後
の
現
庁
舎
、
老
朽
化

し
た
教
職
員
住
宅
の
解
体
分
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。

　

旧
東
陵
中
学
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
き
た
が
、
抜
本

的
な
方
向
性
が
見
出
せ
ず
に
き

た
。
今
年
度
中
に
解
体
後
の
跡
地

利
用
を
検
討
し
、
解
体
実
施
計
画

の
た
め
の
補
正
予
算
を
提
案
、
議

決
後
に
令
和
３
年
度
に
解
体
と
い

う
流
れ
に
な
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

問
　

宿
泊
税
の
徴
収
額
と
徴
収
率
は
。

　

ま
た
、来
年
度
事
業
へ
の
影
響
は
。

古
く
、
10
年
、
15
年
し
か
も
た
な

い
。
大
型
事
業
が
山
積
し
て
い
る

現
状
で
、
費
用
が
高
額
と
な
り
町

で
の
活
用
は
困
難
と
判
断
し
て
い

る
。

問
　

宿
泊
、飲
食
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

事
業
者
へ
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
。

宿
泊
税
の
徴
収
と

　
　
　
使
途
に
つ
い
て

問
　

防
災
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
も

示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
制
度

疲
労
で
条
例
違
反
と
な
っ
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
子
ど
も

の
居
場
所
と
し
て
や
、
高
齢
者
の

方
々
の
社
交
場
な
ど
と
し
て
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長

　

子
育
て
関
係
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
高
齢
者
対
策
で
活
用
が

出
来
る
が
、
躯
体
自
体
が
か
な
り

町
長

　

初
年
度
の
税
収
は
、
小
雪

と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

１
億
４
０
０
０
～
９
０
０
０
万
円

程
度
と
推
計
。
徴
収
率
は
３
月
末

ま
で
出
な
い
た
め
申
告
率
で
答
え

る
と
、
旅
館
業
98
・
５
％
、
民
泊

事
業
72
・
５
％
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
団
体
支
援
・
ニ
セ
コ
観
光

圏
負
担
金
な
ど
に
充
当
し
て
い
る

が
、（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
）
状
況

に
よ
っ
て
基
金
に
積
む
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
宿
泊
税
の
申
告
を
容

易
に
行
え
る
よ
う
、
既
に
税
の
算

出
も
可
能
に
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

会
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

ニーズに併せた活用を検討することが必要と考える

町
長

　

国
の
支
援
策
の
周
知
徹
底
と
連

動
、
今
で
き
る
こ
と
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
や
る
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
観
光
協
会
の
補
助
金
の

中
で
の
事
業
の
組
み
換
え
を
積
極

的
に
行
お
う
と
協
会
長
と
も
話
し

て
い
る
。

　

併
せ
て
、
観
光
客
デ
ー
タ
の
取

得
も
行
え
る
よ
う
、
町
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・

事
業
者
で
連
携
し
て
い
き
た
い
。
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一般質問　佐
さ と う

藤　英
ひでとし

俊　議員

ひらふ第一駐車場の再整備のあり方は

町長　安全性を第一に、失敗とならないよう係わる

問
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
中
で
、

「
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
回

答
さ
れ
た
が
、
地
質
調
査
そ
の
も

の
の
目
的
は
。

　

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見

る
と
、
立
体
駐
車
場
の
イ
ラ
ス
ト

も
あ
る
。
こ
れ
は
１
万
８
０
０
０

人
程
度
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
駐
車
場
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
車
両
台
数
が
増
え
、
リ

フ
ト
・
ゴ
ン
ド
ラ
が
込
み
合
う
と

い
う
の
は
本
末
転
倒
で
は
な
い
か
。

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　

ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
混
じ
り
こ
ん
で
い
る

案
件
。
駐
車
場
内
で
の
安
全
性
が

第
一
で
あ
る
。
優
先
順
位
を
も
と

に
、
改
め
て
こ
の
構
想
と
い
う
も

の
が
形
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

　

大
型
工
事
を
伴
う
工
事
と
し

て
、
最
近
に
あ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
部
分
で
失
敗
と
も
い
え
る
よ

う
な
こ
と
を
実
際
に
経
験
し
て
い

る
。
ま
た
同
じ
失
敗
に
な
ら
な
い

よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
、
こ
の
駐

車
場
整
備
に
は
係
わ
っ
て
い
く
。

問
　

次
年
度
の
予
算
書
に
宿
泊
税
を

財
源
と
し
た
ご
み
拾
い
な
る
事
業

が
な
い
。
観
光
地
の
美
化
推
進
は

率
先
し
て
町
事
業
と
し
て
取
り
組

む
最
優
先
課
題
の
一つ
と
考
え
て
い

る
。
実
際
の
と
こ
ろ
雪
解
け
の
進

捗
状
況
に
も
よ
る
が
、
地
元
の
飲

食
店
の
方
々
が
自
発
的
に
連
絡
を

取
り
合
い
数
回
に
分
け
て
地
域
の

ご
み
拾
い
を
実
施
し
て
い
る
。

　

景
観
行
政
団
体
を
目
指
す
本

町
、
基
本
の
「
き
」
か
ら
ま
ず
は

始
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

町
長

　

倶
知
安
町
観
光
協
会
は
、
最
も

そ
の
地
域
に
密
着
し
た
地
域
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
候
補
法
人
で
あ
る
。
町
予
算

と
し
て
は
、
こ
の
活
動
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
我
が
町
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
、
本
当
に
今
の

ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
国
際

リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る
と
胸

を
張
っ
て
宣
言
で
き
る
町
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
常
々
考
え

て
い
る
。

　

宿
泊
税
と
い
う
も
の
を
し
っ
か

り
と
活
用
す
る
と
い
う
の
は
、
一つ

の
手
だ
て
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
と
も
内
部
あ
る
い
は
地
域

の
方
々
と
、
皆
様
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　

休
日
、
夜
間
に
は
当
然
職
員
は

不
在
に
な
っ
て
い
る
。
防
災
無
線

を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

の
体
制
を
伺
う
。

町
長

　

台
風
、
大
雨
、
暴
風
雪
な
ど
あ

ら
か
じ
め
予
測
の
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
気
象
台
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
常
時
防
災
無
線
放
送

体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
、
危
機
管
理
室
職
員
が

24
時
間
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
消
防
署

に
も
整
備
し
て
あ
る
の
で
、
24
時

間
３
６
５
日
、
消
防
職
員
が
放
送

で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

ひらふ第一駐車場再整備イラスト
（本町関係団体協働及び委託事業者作成）

宿
泊
税
の
使
途

閉
庁
時
の
防
災
無
線
の

　
　
運
用
体
制
に
つ
い
てヒラフミッドタウン町道（2020年1月）
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一般質問　小
お が わ

川　不
ふきゅう

朽　議員

放課後児童クラブ、入所の受け入れは

町長　今年度中に『要綱』の一部改正を完了する予定

問
　

共
働
き
家
庭
な
ど
の
小
学
生
を

放
課
後
に
預
か
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
本
町
に
お
い

て
も
年
々
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

新
年
度
の
入
会
申
し
込
み
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
入
所
の
制
限

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
、
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
倶
知
安
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
開
設
及
び
運
営
に
関
す
る
要
綱
』

に
つ
い
て
、
町
長
は
昨
年
の
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
「
改
正
を
検

討
し
た
い
」
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
検
討
状
況
、
検
討
結
果
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
『
要
綱
』
の
改
正
に
つ
い
て
、
厚

労
省
が
定
め
た
『
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
指
針
』
や
『
倶
知
安
町
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
』
に
基
づ
き
、
不
適
当
と
思
わ

れ
る
内
容
に
つ
い
て
精
査
・
検
証
を

行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
正
し
い
表
記
と
な

る
よ
う
訂
正
・
削
除
を
施
し
、
現
在

作
業
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に

『
要
綱
』
の
一
部
改
正
が
完
了
し
た

ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
所
管

の
委
員
会
等
へ
報
告
す
る
。

福
祉
医
療
課
主
幹

　
『
要
綱
』
の
（
障
害
児
の
受
け
入

れ
に
関
わ
り
）、
第
２
条
第
２
項
の

規
定
、
あ
わ
せ
て
備
考
の
条
文
も

全
部
削
除
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

る
。

町
長

　

み
ど
り
公
園
は
過
去
、
倶
知
安

保
育
所
が
あ
っ
た
時
点
で
は
隣
接
地

が
保
育
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
た

め
広
く
感
じ
ら
れ
た
が
、
公
園
面

積
は
設
置
以
来
、
何
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。

　

現
状
、
旧
保
育
所
跡
地
の一部
は
、

北
児
童
館
や
中
学
校
の
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
他
、冬
期
間
は
、

道
路
の
雪
を
一
時
的
に
堆
積
す
る
場

所
と
し
て
大
変
有
効
に
利
用
し
て
い

る
。

　

地
域
の
方
々
が
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
す
る
公
園
と
し
て
支
障
が
な
い

た
め
、
現
状
で
は
移
転
・
拡
張
す
る

考
え
は
な
い
。

放課後児童クラブ 北児童館（北５西２）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
入
所
の
受
け
入
れ
は

み
ど
り
公
園
の

　
　
　
移
転
・
拡
張
を

問
　

み
ど
り
公
園
は
、
北
４
西
２
に

位
置
す
る
街
区
公
園
で
、
今
年
で

開
設
51
年
目
を
迎
え
る
。

　

も
と
も
と
狭
隘
で
幅
の
狭
い
形

状
に
加
え
、
昨
今
の
旧
保
育
所
の

遊
休
地
化
や
隣
接
部
分
の
町
道
の

敷
設
な
ど
、
現
在
の
立
地
条
件
は

十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
旧
保
育
所
跡
地
の
、

と
り
わ
け
北
児
童
館
の
近
接
部
分

に
移
転
・
拡
張
を
図
り
、
み
ど
り

公
園
の
さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
と

利
便
性
を
図
る
整
備
が
必
須
と
考

え
る
が
。

問
　
『
第
２
期
子
ど
も
プ
ラ
ン
』
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
約
半
数
が

「
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
の
整
備
」

を
挙
げ
て
い
る
。
公
園
づ
く
り
に
、

真
摯
に
目
を
向
け
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

　

こ
れ
か
ら
の
状
況
な
ど
も
踏
ま

え
、
公
園
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
も
っ
て
検
討
し

て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

みどり公園（北４西２）
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一般質問　笠
かさはら

原　啓
け い じ

仁　議員

「土曜保育未実施問題」 園と保育所の協力で

町長　暫定措置について園と具体的な協議を進める

問
　

町
内
２
つ
の
認
定
こ
ど
も
園
（
め

ぐ
み
・
藤
）
の
土
曜
保
育
の
未
実

施
に
よ
っ
て
幼
児
教
育
の
未
提
供

な
ど
の
弊
害
が
生
じ
て
い
る
。
そ

の
弊
害
の
解
消
に
向
け
、
私
は
次

の
よ
う
な
次
善
策

≫

町
内
の
２
つ

の
認
定
こ
ど
も
園
（
め
ぐ
み
・
藤
）

が
町
と
結
ん
だ
当
初
の
協
定
ど
お

り
３
～
５
歳
児
の
土
曜
保
育
を
完

全
実
施
す
る
ま
で
の
間
、
土
曜
保

育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
月
～

金
曜
日
は
２
園
（
め
ぐ
み・藤
）
で
、

土
曜
日
は
『
ぬ
く
ぬ
く
』
で
受
け

入
れ
る

≪

を
こ
の
場
で
何
度
も
提

案
し
て
き
た
。

　

新
年
度
の
１
年
間
を
こ
の
次
善

策
実
施
に
向
け
た
準
備
期
間
と
位

置
づ
け
、
具
体
的
作
業
に
入
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

町
長

　

予
算
上
で
の
表
し
方
や
額
の
大
き

さ
で
は
全
て
測
れ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
今
で
き
る
こ
と
、
小
さ
な
事
業

で
あ
っ
て
も
一つ
ひ
と
つ
に
心
を
込
め

て
、
真
心
を
込
め
て
、
意
志
を
持
っ

て
予
算
編
成
に
向
き
合
う
こ
と
が

出
来
た
。

を
立
ち
上
げ
、
景
観
形
成
を
要
す

る
地
域
に
お
い
て
住
民
や
事
業
者
、

専
門
家
な
ど
で
具
体
の
方
針
や
ル
ー

ル
を
検
討
す
る
作
業
部
会
的
な
も

の
を
設
置
す
る
。
２
段
階
に
よ
る

検
討
組
織
体
を
立
ち
上
げ
、
策
定

作
業
を
進
め
る
。

　

新
年
度
よ
り
ま
ち
づ
く
り
新
幹

線
課
内
に
景
観
計
画
を
専
属
に
扱

う
部
署
を
設
置
す
る
予
定
。

問
　
『
新
年
度
予
算
案
』
町
長
の
公

約
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か

町
長

　

今
後
、
他
の
粗
大
ご
み
と
同
様

の
取
り
扱
い
と
し
て
い
け
る
の
か

ど
う
か
、
今
回
の
指
摘
を
契
機
に
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

次善策の実施を

町
長

　

今
後
、
認
定
こ
ど
も
園
と
受
け

入
れ
体
制
の
具
体
的
な
協
議
を
進

め
る
。

　

最
終
的
な
目
標
で
あ
る
全
て
の

認
定
こ
ど
も
園
で
の
土
曜
保
育
実

施
ま
で
の
暫
定
措
置
に
つ
い
て
は
現

在
、
議
員
が
提
案
す
る
方
法
も
含

め
て
具
体
的
な
作
業
を
取
り
進
め
て

い
る
。
具
体
的
な
次
善
策
の
実
施

に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問
　
『
総
合
計
画
と
町
長
』
ど
の
よ

う
な
関
係
に
な
り
ま
す
か

町
長

　

町
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治

家
で
あ
る
。
総
合
計
画
に
な
い
方
針

や
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
も
可
能

だ
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
基
本
的
に
は
総
合
計
画
が

示
す
方
向
性
の
範
囲
内
で
あ
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
『
町
営
住
宅
の
ガ
ス
設
備
』
誰

が
負
担
・
管
理
し
て
い
ま
す
か

町
長

　

公
営
住
宅
法
施
行
規
則
の
中
で
、

ガ
ス
施
設
が
附
帯
施
設
と
し
て
定

め
ら
れ
、
共
同
プ
ロ
パ
ン
庫
や
配
管

に
つ
い
て
町
が
設
置
、管
理
し
て
い
る
。

問
　
『
処
理
困
難
粗
大
ご
み
』
他
の
粗

大
ご
み
と
同
じ
扱
い
に

問
　
『
郊
外
地
区
の
公
共
交
通
』
暫
定

措
置
の
検
討
を

町
長

　

新
年
度
に
は
望
ま
し
い
持
続
可

能
な
運
行
体
系
案
の
報
告
書
が
ま

と
ま
る
。
こ
の
報
告
書
で
示
さ
れ

る
案
を
も
と
に
、
郊
外
地
区
の
新

た
な
交
通
体
系
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

郊
外
地
区
住
民
へ
の
ハ
イ
ヤ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
増
刷
配
布
に
つ
い
て
は
、

郊
外
地
区
の
交
通
体
系
の
検
討
の

中
で
、
大
い
に
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
　
『
景
観
行
政
団
体
』
移
行
に
向

け
た
今
後
の
作
業
は

町
長

　

新
年
度
よ
り
２
年
間
の
予
定
で
策

定
作
業
を
進
め
る
。

　

景
観
計
画
策
定
検
討
会
議（
仮
称
）

問
　
『
町
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
』
未

整
備
地
区
へ
の
対
策
は

町
長

　

今
後
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
対
し

て
、
フ
レ
ッ
ツ
光
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

拡
大
に
つ
い
て
引
き
続
き
要
望
し

続
け
る
と
と
も
に
、
５
Ｇ
な
ど
次

世
代
通
信
技
術
の
動
向
も
注
視
し

つ
つ
整
備
を
多
角
的
に
検
討
す
る
。

問
　
『
学
校
運
営
の
権
限
』
最
終
決
定

権
は
誰
に
あ
り
ま
す
か

教
育
長

　

感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
の
臨

時
休
校
な
ど
の
決
定
権
は
町
長
に

あ
る
。
学
校
運
営
の
最
終
的
な
決

定
権
は
、
一
般
論
と
し
て
だ
が
、
各

学
校
の
校
長
に
あ
る
。

　

教
育
長
は
、
校
長
を
指
導
・
監

督
す
る
立
場
で
、
各
学
校
の
経
営
・

運
営
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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「請願書」の審査
　本委員会では、第１回定例議会（３月９日）で付
託を受けた請願審査を行いました。

１．請願審査
「放課後児童クラブの充実と改善を求める請願書」

２．請願の内容（要旨）
① 希望者全員の放課後児童クラブの利用実現。
② 特別支援学級在籍児童、若しくは身体障害者手帳、
　 療育手帳、特別児童扶養手当証書を所持している家
　 庭で保護者が仕事等で昼間家庭にいない児童の受け
　 入れは土曜日の受け入れから除外されている。

３．審査の結論
　本委員会では付託を受け、請願者から趣旨説明の
聴取を行うとともに、審査を行った結果、請願内容
は願意妥当と認め、採択すべきものと全会一致で決
定しました。
　なお、本委員会で決定した請願審査報告書につい
ては、６月開会の第２回定例議会にて審議されます。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

「陳情書」の審査
「宿泊税徴収に関する陳情書」の審査

【陳情の趣旨】
① 宿泊税徴収開始初年度の申告期限の変更・延長
② 申告方法の改善
③ 定率制・定額制の選択制の導入検討

　委員会として、申告期限の変更や延長、申告方法
の改善は理解し、町へ求めるべきとの意見で一致しました。
　一方、定率制と定額制の選択制は、税負担の公平
性の観点から難しいと判断していたところ、町が申
告期限の変更・延長などに応じ、陳情書は取り下げ
られました。

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課及び福祉医療課の所管に
　関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

希望者全員の利用が強く望まれる放課後児童クラブ（北児童館）

「請願書」の審査

「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」提出に
ついての請願書の審査

　平成２９年にも同内容の請願書が審査され、不採
択と判断されてきた経緯がありました。その経緯
と、現委員会の審査過程から、請願書は取り下げら
れました。

「所得税法の見直しを求める意見書」提出を求める
請願書の審査

　これまでは５６条を廃止することで法の目的が果
たせなくなるという判断で不採択してきました。
　ただし、意見書の趣旨を理解し、税制の抜本的な
見直しを求めるという委員会の意見を附帯し議決し
てきました。
　今回は、所得税法第５６条の廃止を求めることか
ら、見直しを求めることへ変更され、これまでの審
査の不採択となった理由が無くなったことから、採
択すべきものとして第１回定例会で委員長報告を致
しました。
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経済建設常任委員会
１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道課の
　所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

委員会開催：２月１２日、２６日、３月２日、４日、
　　　　　　４月１４日、２８日

　本委員会は月２回を定例開催とし、必要に応じて
随時開催し調査をしています。
　新型コロナウイルスによる影響の深刻度が増大し
ているため、本町の飲食業・観光業を中心とする産
業に対する継続的支援について本委員会としても調
査をしていきます。　　　（関連議案は５ページ参照）

■ まちづくり新幹線課関連
♦改正卸売市場法（６月２１日施行）の対応
　卸売市場は卸売市場法によりさまざまな規制が課
されていますが、食品流通が多様化（産地直送取引
やインターネット販売など）する中、生産者の所得
向上や消費者ニーズへの的確な対応を図り、新たな
需要の開拓や付加価値の向上、食品流通の合理化と
公正な取引環境を確保するため見直しがされます。
　改正卸売市場法が施行されるまでに、本町の設置
管理条例および業務規約の改正を行う予定です。

法改正のポイント
・開設について農林水産大臣または都道府県知事に
　よる許認可制から認定制に変更。
・公正・透明を図るための遵守事項として「共通ル
　ール」が定められていたが、卸売市場活性化に資
　するため「その他の取引ルールは各卸売市場ごと
　に定めることができる」とできる規定に改正。

■ 観光課関連
① 宿泊業・アクティビティ業の冬季キャンセル動向
　観光協会において１月３１日及び２月１４日の２
回実施。１月の調査では新型コロナウイルスの影響
は少なかったものの、２月以降は徐々に拡大し、３
月ではキャンセル数の大幅増となっています。

② 観光地マスタープラン・観光振興計画の完了報告
　旧観光振興計画は行政主導の計画でしたが、今回
策定された本計画は、ＤＭＯと行政協働で２０２０
年度から２０３１年度までの１２年間を計画期間と
して策定されました。
　マスタープランは行政とＤＭＯ候補である観光協
会が協働で具体的で視覚的なビジョンを共有し、観
光産業としてのアプローチを策定したものです。
　観光振興計画は本町の観光振興に関する基本的理
念や方針・観光産業を支える行政としての取り組み
を示したものです。

■ 水道課関連
♦山田地区拡張事業の見直し
　ひらふ地区へ送水する上水道の整備に係る「山田
地区送配水調整池外増設基本設計業務」は現高区配
水池に増設する計画でしたが、土砂災害危険区域で
あること、土木工事費が高額であるため、見直すこ
とになりました。
　４月臨時議会にて基本設計業務の令和２年度７月
までの繰越しが議決されました。
　引き続き、本事業については整備の妥当性や費用
について注視していきます。

■ 請願第３号
　「無電柱化推進条例」及び「無電柱化推進計画」
　　に関する請願書

　準都市計画地域・景観形成地区・駅周辺における
無電柱化について９回審査をしたのち、３月２日に
本委員会では全会一致で採択し、審査報告書を提出
しました。

「陳情書」の審査
　現在、令和２年３月の第１回定例議会にて、本委員会へ付託になった２件の「陳情書」の審査を行っています。
次回の定例議会において審査結果を報告する予定としています。

『看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求
　める意見書の提出を求める陳情書』

【要旨】
　看護師の賃金の底上げをはかり、安全・安心な医療・
看護体制を確保するために、全国を適用対象とした看
護師の最低賃金（特定最低賃金）を新設すること。

『介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新
　設を求める意見書の提出を求める陳情書』

【要旨】
　介護従事者の賃金の底上げをはかり、安全・安心な
介護体制を確保するために、全国を適用対象とした
介護従事者の最低賃金（特定最低賃金）を新設すること。

 ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー
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議会のQ＆A

　Q.議会を傍聴する際のルールは？

　A.傍聴人の守るべき事項としては主に下記　
　　のとおりとなっています。

　① 飲食をしたり、みだりに席を離れないこと
　② 拍手等の議事の妨害となる行為をしないこと
　③ 写真撮影や携帯電話等を操作しないこと
　　 ※ ③は議長の許可を得た場合は除く

　　　　　　　　　　　　　（倶知安町議会傍聴規則より）

ここでは、議会に関する疑問や質問についてQ&A形式でいくつか掲載をしています。

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
議
会
は
、
３
月
24
日
で
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
は
、
令
和
２
年
度
の
倶
知
安
町
の
各
予
算

に
つ
い
て
、
町
長
の
予
算
編
成
の
方
針
を
十
分
理
解
し

た
な
か
で
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
宿
泊
税
収
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
議
員
間

で
意
見
が
分
か
れ
、
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
賛
成
８
、
反
対
６
、
退
席
１
で
修
正
案

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
も
す
べ
て
可
決
さ
れ
、
令
和

２
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
世
界
中
へ
と

拡
大
し
、
い
ま
だ
に
終
息
が
見
え
ず
、
私
た
ち
の
生
活
・

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
が
見
通
せ
な
い
中
で
あ
り
ま
す
が
、町
民
の
皆
さ
ん
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！　

議 ら

　Q.すべて会議中継がされているの？

　A.本町議会は、定例議会・臨時議会・予算審
　　査特別委員会及び決算審査特別委員会を中
　　継配信しています。

　Q.議会中での「休憩」とは？

　A.議長は必要があると認めるときは、原則と
　　していつでも休憩を宣言する権限があります。

　休憩をとる主な理由は…
　　① 追加資料等があり議場内で配付するため
　　② 委員会等の開催が必要のため
　　③ 議場が騒然として整理困難であるため　

　Q.議会の会期とは？

　A.開会から閉会までの議会が活動する期間の
　　ことで、法律上の権限を行使することが出
　　来る一定の期間となります。
　　会期は定例議会及び臨時議会の初日に議決
　　によって決定します。

長 室 か
こ ん に ち は

議長　盛多　勝美
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町民の広場
曽
祖
父
の
時
代
か
ら
引
き
継
い
で

　
　
　
　
い
る
屋
号
を
残
し
た
く
て

　

私
が
生
ま
れ
た
昭
和
40
年
に
完
成
し
た
今

の
役
場
庁
舎
が
次
世
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

す
る
べ
く
役
場
の
新
庁
舎
の
建
築
が
進
ん
で

い
ま
す
。
工
事
現
場
を
取
り
囲
む
壁
面
に
倶

知
安
の
歴
史
を
た
ど
る
貴
重
な
写
真
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
40
年
代
の
駅
前
の
写

真
が
あ
り
ま
す
。
私
の
曽
祖
父
高
橋
直
藏
一

家
が
倶
知
安
の
駅
に
降
り
立
っ
た
時
に
見
た

停
車
場
前
通
り
の
景
色
な
の
だ
ろ
う
と
想
像

が
膨
ら
み
ま
す
。

　

私
の
曽
祖
父
母
は
新
潟
県
柏
崎
市
の
山
の

奥
に
あ
る
集
落
よ
り
北
海
道
に
事
業
の
夢
を

見
て
渡
っ
て
き
た
の
だ
と
父
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
倶
知
安
は
函
館
本

線
が
開
通
し
、
胆
振
方
面
へ
向
か
う
鉄
道
も

計
画
さ
れ
鉄
道
の
町
に
な
る
場
所
で
あ
る
こ

と
、
北
海
道
の
行
政
の
支
所
で
あ
る
後
志
支

庁
が
で
き
、
必
ず
大
き
く
発
展
す
る
町
で
あ

る
と
目
を
つ
け
、
曽
祖
父
母
は
こ
の
町
で
マ

ル
テ
ン
高
橋
米
穀
雑
貨
商
を
始
め
ま
し
た
。

同
時
期
、
曽
祖
父
の
兄
弟
も
小
樽
で
マ
ル

テ
ン
の
屋
号
を
使
い
商
売
を
始
め
た
よ
う
で

す
。
雪
深
い
新
潟
の
山
奥
か
ら
出
て
き
て
、

雪
深
い
こ
の
倶
知
安
に
移
り
住
ん
で
も
雪
の

議会を傍聴してみませんか？
　
　　議会は倶知安町役場庁舎 3 階の議場にて行われています。（定例会は 3 月・６月・９月・12 月の年 4 回）
　議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。
　　なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。
      ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

　　　　　　　　連絡先　議会事務局（直通）：０１３６-56-8016
　　　　　　　　　　　　　メールアドレス：gikai@town.kutchan.lg.jp

　　　　　　
第 2 回定例会は  6 月 1 日（月）から開会の予定です。

多
さ
は
さ
ほ
ど
驚
か
な
か
っ
た
と
思
う
の
で

す
。
店
を
創
め
た
年
代
の
正
式
な
資
料
が

何
も
な
く
、
唯
一
の
手
掛
か
り
が
倶
知
安
百

年
史
上
巻
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
43
年
の
新

聞
広
告
に
よ
る
と
、
明
治
42
年
倶
知
安
で
最

初
に
電
話
が
開
通
し
た
38
件
の
内
の
１
件
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
想
像
す
る
に

明
治
42
年
頃
（
１
９
０
９
年
頃
）
に
倶
知
安

で
事
業
を
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。

　

マ
ル
テ
ン
高
橋
米
穀
雑
貨
商
か
ら
始
ま

り
、
マ
ル
テ
ン
高
橋
材
木
商
、
マ
ル
テ
ン
高

橋
土
木
請
負
業
と
土
建
業
へ
業
態
を
変
え
て

い
ま
す
。
戦
後
は
燃
料
販
売
店
と
し
て
マ
ル

テ
ン
高
橋
売
炭
所
→
マ
ル
テ
ン
高
橋
燃
料
店

→
㈱
マ
ル
テ
ン
高
橋
と
時
代
と
と
も
に
商
売

の
業
態
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
今
の
会
社
は
５
年
前
に
法
人
化
し「
㈱

マ
ル
テ
ン
高
橋
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
「
マ

ル
テ
ン
」
で
す
が
今
の
会
社
名
の
前
ま
で
は

〇
に
天
と
表
記
し
て
い
ま
し
た
。
古
く
か

ら
お
付
き
合
い
の
あ
る
町
内
の
方
々
か
ら
は

「
高
橋
さ
ん
」
よ
り
「
マ
ル
テ
ン
さ
ん
」
と

今
で
も
屋
号
の
愛
称
で
呼
ば
れ
ま
す
。
私
も

商
売
を
や
っ
て
い
て
曽
祖
父
の
時
代
か
ら
続

い
て
い
る
こ
の
町
で
の
商
売
の
付
き
合
い
を

大
切
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
思
い
曽
祖

父
に
敬
意
を
表
し
１
０
０
年
以
上
受
け
継
い

で
い
る
「
マ
ル
テ
ン
」
の
屋
号
を
私
は
今
の

会
社
名
に
も
残
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
は
こ
の
町
で
お
客
様
と
接
し
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
て
い
る
と
き
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま

す
。
そ
ん
な
時
間
を
下
さ
る
お
客
様
に
日
々

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。　
　
（
原
文
の
ま
ま
）

  
 高

たかはし

橋　宏
ひろゆき

幸 さん（55 歳）

 職　業：燃料店経営

編 集 後 記
　町民の皆様には日頃より議会に対しまして、ご理解とご協力を賜りお礼申し上げます。
　３月議会で予算審査および議決を経て、新年度がスタートいたしましたが、この編集後記を書いている今
も新型コロナウイルスの渦中、この町にも大きな影響を与えており、議会では新型コロナ対策について議論
がされております。この限られた紙面では内容を詳細にお伝えすることは出来ませんが、効果ある対策を講
じられ、この広報紙が皆様の所に届く頃には「倶知安に住んでいて良かった」と思っていただけるよう力を
入れていきます。
　広報委員としましても、町民に開かれた議会を目指し、より多くの情報を発信できるように務めてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員  波方　真如）
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